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７班：「ＩＲ有効活用のための循環」 

○今井博英（新潟大学）、加藤有沙（信州大学）、矢定侑桐（神戸大学）、河内迫夕市（鹿児島大学）、

田尻慎太郎（横浜商科大学）、松永雅弘（長崎国際大学） 

 

１．議論結果の概要 

 

メンバーの個別課題の概要:（50 音順、敬称略） 

 

加藤有沙（信州大学）係員 

平成 29 年度より IR 室を設置予定。現在、データを収集・蓄積するための IR 基盤システムに

ついて、教務、研究・産学官・社会連携、点検・評価の 3 つのグループに分かれて検討中。IR

基盤システムにデータを蓄積していく際の注意点等を聞きたい。 

河内迫夕市（鹿児島大学）係長 

昨年７月に学長の下に学長戦略室を設置。学内で勉強会を実施したが思うような成果を得られ

ず、IR の推進のより良い方向性を模索中。また、データの所在把握及び入手、データの整理に

ついては、難しさを実感している。 

田尻慎太郎（横浜商科大学）IR 室長/専任講師 

昨年 8 月に IR 室を設置。構成員は、専従の専任教員 1 名と、兼任職員が総務部から 1 名。デ

ータを入力する側にも、分析する側にも、作業が一度で済むような負担のない業務の流れを確

立したい。またそれが各部署での業務手順の大きな変更になる場合にいかに納得してもらうか

も課題である。 

松永雅弘（長崎国際大学）室長 

評価担当であった部署が IR も担当。各部局からデータの提供を受けるとともに、いつでも活用

できるようにするためのデータベースの構築を行いたい。また、収集しているデータをファク

トブック等で定型化し、報告していきたい。 

矢定侑桐（神戸大学）職員 

平成 23 年度より「神戸大学データ資料集」を作成・公開している。作成フローは確立されてき

ている。今後、本資料を用いた分析と、さらなる有効活用方法について検討したい。 

 

ポスターの作成について 

 

個別課題について自由に検討を行った後、その過程で出てきた課題を付箋に箇条書きし、各課

題の解決・改善方法等を追記するといった形で議論をまとめた。個別課題全体を眺め、それらを

「データの活用」、「IR 室の周知」、「データを集める」、「セキュリティ対策」の４つのカテゴリに

分けて分類した。このカテゴリの始めの３つについて、「データの活用」、また、活用できるよう

な仕組み・体制を作ることが、「IR 室の周知」に繋がり、その存在と意義が学内に周知され、学内

の他部署からの協力が得られることで、「データ収集」もしやすくなる。それによって、他部署で

の「データの活用」がより容易となるようなデータの作成が行えるようになる、という循環が発
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生するだろうということで、それを表すようなポスターを作成した。 

 

２．グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等 

 

データの活用 

IR 室を設置したらファクトブックの作成を目標にすることは多い。とっつきやすいアリバイ作

りの面もあるが、その労力に見合う活用方法が課題でもある。これに対して、積極的に大学説明

会等で配布することに加え、ファクトブックのために収集した Excel 形式等の生データを学内利

用できるように、データの定義や一次データの所在等を含めて整理し、学内公開する等といった

アイデアも示された。 

また、データの活用方法のひとつとして、BI ツールの導入についても議論に挙がった。便利で

はあるものの、使いたい人(≠使わせたい人)が少ない場合は、ムダになるだろうという意見もあっ

た。現時点で広く使われている BI ツールの例として Tableau の名前が挙がっていた。 

 

IR 室の周知 

IR 室を学長・理事直属組織として作ったはずなのに、学長・理事からは何も指示がないという

課題については、「執行部を変える」という改善策（？）が挙がっている。人はなかなか変えるこ

とができないので、IR 室員、もしくは他部署が気づいた懸念事項等を、執行部に報告する等、執

行部の意識を変える地道な努力が必要である（それは職員がやることか？という議論はあってい

いと思う）。 

 

データを集める 

IR のためのデータベース構築についての課題について、信州大学に於いて IR 基盤システムの

構築にむけて議論を進めているとの報告があった。このようなシステムは、データを一箇所に集

約できるので利便性の向上は期待できるが、構築にあたっては、本当に活用できるデータの精査

や、データ登録者の作業量への配慮等が必要である。個人的な感想ではあるが、統合型データベ

ースの構築は、実際にシステムを使用する事務職員が中心となって業務改善の一環として議論を

進めていくなら成功の可能性があると思う。この過程で教員が入って、あれもこれも、と言い始

めたら赤信号。 

 

セキュリティ対策 

分析のために学籍番号を使い続けていいのかという課題については、学籍番号等の ID をその

まま使用せずに、学籍番号と乱数やハッシュ値の対応表等を作成して別々に保存し、アクセス権

を分けることで、分析には直接学籍番号を使用しないようにする、といったアイデアも示された。 

また、守る所をできるだけ少なくするため、データベース機能と分析機能を持つシステムを導

入して、データが分散することを防ぐ等の案が挙がっていた。 
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７班 ＩＲ有効活用のための循環

データの
活用

ＩＲ室の
周知

データを
集める

セキュリティ
対策

ＢＩツールは必要なの
か？

データ基盤システムが
できたところで、実際に
うまく活用されない。

集積したデータが
利用・活用されない。

入力してもらったデータ
が使いものにならない
（どこにも活用されない）
場合、それでも集め続
けるべきか？

ファクトブックは作るべ
きか？

作ったファクトブックを活
用してもらうには？

データ資料集作成時に
収集したデータを

どのように分析に活用
できる形にするか

→
使いたい人（≠使わせた
い人）がいれば必要

情報を利用する際に
規則等の整備は
どうしたら良いか？

→
学外（企業等）への
大学概要説明時に配布

→

各項目の生データ
（Excel等）を学内教職員

が自由にダウンロード
できるようにする。

→

データを誰でも利用でき
るような体制をとる。

→

データの取りまとめに際
して、項目の見直し検
討を行う。→

集積データの活用方法
を、前もって想定・熟考
する。

ＩＲ室設置とデータの入
力・収集について、学内
の協力を得られない。
（入力者の負担）

データを１つのシステム
に集約する意義はある
のか？

学内・他大学のデータを
どのように集めるの
か？

→

協力してもらうデータ入
力者との話し合いや説
明会の開催

→

情報を管理する人への
負担への配慮

→

情報を集約するのか
（データベース化）、各セ
クションで情報を管理し、
必要な時にもらえるよう
にするのかを検討する。

→

大学ポートレート（他大
学）に期待する。

ＩＲ室を設置する際の
留意点

ＩＲについて学内認識が
不十分のため、情報等
を伝えたい。

→
多くの部署の協力を
得られるようにする。

トップ（執行部）からの
オーダーがない場合は
どうすればいいか？

→

執行部を変える

→

懸念事項を上申するよ
うにする。

→

勉強会、研修会を実施
して、情報・知識を提供
する。

→

研修会等に参加したり
して、人的ネットワーク
を構築する。

→

事務のトップから指示を
してもらう。

データのセキュリティは
どうすればいいか？

・生データをもらうべき
か？

・加工データをもらうべ
きか？

ナマの学籍番号を
使い続けて良いのか？

→

規則等を整備して責任
所在を明らかにする。

→

分析する際の情報また
は流用する等の場合を
想定し、原則、生データ
の使用が好ましいと思
われる。

 

 


